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四
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：七

卷
.

第

四

號
.

，

.

.

も
顧
著
な
も
の
はf

ル
フ
サ
ー
ヴ
ィ
ス
の
實
施
と
現
金
持
歸
り
制
の
導
入 

.

で
あ
る
。
じ
か
し
乍
ら
此
逆
？
の
.エ

夫

，
は

サ

ー

ヴ

‘ィ
ス
，そ

の

も

の

の

.生

產

性 

を
高
め
る
こ
と
に
よ
つ
そ
も
た
ら
さ
れ
る
總
配
給
費
に
お
け
る
節
約
と
安 

う
よ
り
は
、
む
し
ろ
費
用
の
平
.の

若

干

を

小

寶

商

.か

ら

消

費

者

に

移

轉

せ 

し
め
た
に

づ

き

な

レ

も

の
で
あ
る
。
た
し
か
に
セ
ル
フ
サ
I

ヴ
ィ
ス
の
■
下
. 

.
に
お
い
て
は
消
費
者
は£

1

ら
す
べ
て
を
な
さ
ね
ば
.な
ら
な
V

の
で
あ
る 

..が
、
し
力
し「

消
費
溝
の
.多
く
は
そ
う
す
る
こ
と
を
左
程
氣
に
'
し
て
い
る
. 

よ
う
で
も
な
く
、
む
し
ろ
彼
等
は
セ
ル
フ
.サ
ー
ヴ
ィ
ス
庙
に
お
け
る
氣
輕 

な
購
賈
を
た
の
し
ん
で
い
る
か
の
よ
う
で
：あ
る
。
又
電
話
法
文
、
.
信
弔
販〜 

寶
、
配
達
制
度
の
廢
止
は
、
ご
れ
ら
の
サ
I

ヴ
ィ
ス
.
の
貨
擔
を
小
寶
商
か
. 

ら
顧
客
へ
移
戤
す
る
こ
と
以
上
の
.何
物
で
も
な
い
が
、
か
か
る
.結
果
と
し 

て

の

小

寶

經

費

の

は

、
少
く
と
も
.4

0-
ま
で
に
關
す
る
限
り
で
は
、

. 

小
寶
商
業
に
と
つ
て
の
樹
極
的
進
步
と
み
な
^

う
る
も
の
の
.ー
 

つ
で』

 

る」

。

•

/

'

>
'■
.

最
近
の
小
寶
商
業
の
分
野
に
お
い
て
ん
ら
れ
る
新
た
な
動
き
と
し
て
： 

は
、'
大

都

市

小

寶

商

業

の

分

散

化

の

傾

昀

で

あ

る

..
°

都

心

に

お

け

る

購

賈

ぃ 

が
殆
ん
ど
不
可
能
な
程
に
交
通
が
幅
_

し
た
今
日
そ
：の
住
宅
地
を
ひ
か
え
，
 

;
'た
近
郊
に
ブ
.
ラ
ン
.
チ
.
を

設

置

す

る

こ

と

は

當

然

の

こ

と

，
で

あ

■る
が
、
.
こ
の 

傾
向
と
相
平
行
し
て
不
励
產
會
社
又
は
强
カ
な
小
寶
商
社
の
ィ
ニ
'ゾ
r

ァ 

ィ
ー
グ
の
下
に
_

せ
し
め
ら
れ
；つ
つ
あ
る
新
ち
し
い
購
買
の
中
心
地
の 

翅
設
と1

K

う
計
!»

が
あ
る
。
M

に
は
チ
ェ
ゾ•

ジ
ュ
二
ア
！

デ
。ハ

I

ト 

の
開
設
計
載
な
ど
こ
れ
ら
一
迎
の
動
き
は
都
心
.か
ら
外
郊
に
向
つ
て
の
一 

つ
‘
の
分
散
化
の
傾
向
と
云
う
こ
と
が
出
來
よ
う
。
又
勞
働
忸
合
に
_依
る
_ャ

.

一
三
二 

.

(

四
六
ニ)

.

.

.

.
ぶ
'
. 

- 

• 

.

.

.

.

寶
配
給
の
經
營
も
戰
後
の
一
.
：っ
の
特
色
で
あ
る
が
、
架
し
て
か
か
る
消
費 

協
同
組
合
が
十
分
の
.成
.果
を
牧
め
ぅ
る
か
否
か
極
め
て
興
味
深
い
問
題
を 

提
起
し
て
い
る
。
又
販
賣
能
率
を
强
調
す
る
結
果
、.

庙
舖
の
機
構
を
單
純 

且
っ
流
線
型
化
せ
ん
と
す
る
傾
向
が
愈
々
强
く
な
っ
て
來
て
お
り
、
こ
の 

.
こ
と
はT

店
舖
を
建
築
家
の
.勞
作
と
し
て
で
は
な
く一

個
の
販
寶
機
械
と 

し
て
み
よ
ぅ
と
す
る
も
の
で
あ
るJ

。

卽
ち
そ
れ
は
店
鋪
及
ぴ
そ
の
設
備 

.
が

顧

客

に

と

っ

，て

財

貨

の

購

入

を

よ

り

容

易

且

.
っ

快

適

に

な

し

、>
る

上

ぅ 

配
置
設
計
せ
ら
れ
た
販
賣
機
關
と
し
て
役
立
た
し
め
よ
ぅ
と
.す
る
も
の
で 

あ

る
.0
か

か

る

努

力

は

配

給

費

の

節

約

を

そ

の

經

營

內

部

に

求

め

よ

ぅ

と 

す
る
も
.の
で
あ
る
が
、
し
か
し
特
に
戰
後
に
お
い
て
は
、
小
寶
店
の
經
營 

'

主

は「

彼
の
經
營
.の
改
善
に
依
っ
て
と
云
ぅ
よ
り
は
.、
む
し
ろ
全
く
別
系
' 

統
の
商
品
を
販
寶
す
る
ご
と
に
よ
り
又
は
新
手
の
販
賣
促
進
策
を
と
る
こ 

と
に
よ
つ
て
他
に
先
ん
じ
よ
う
.
と
つ
-
と
め
て
い
る」

。
そ
れ
に
.
.つ
い
て
^
 

ん
ど
又
は
全
く
經
驗
の
な
い
種
類
の
商
品
に
ま
で
手
を
璐
げ
る
こ
.と
に
よ 

、っ
て
そ
の
販
賣
高
を
犬
な
ら
し
め
ん
と
す
る
努
力
が
實
質
的
な
そ
し
て
恒 

久
的
な
成
功
を
收
め
ぅ
る
か
否
か
は
極
め
て
疑
問
で
あ
る
。
む
し
ろ
小
賣 

經
營
の
成
功
は
、
經
營
內
部
の
無
駄
を
發
見
せ
ん
と
す
る
意
圖
か
ら
出
發 

せ

る

—，
特
定
の
小
寶
活
動
の
集
約
的
硏
究
か
ら
生
じ
て
來
る
と
思
わ
れ 

る」
と
。
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多

ケ
ィ
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經
濟
學
硏
究
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弘

著
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5

四
0

五

頁

五

◦
◦
圓

中
ナ
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£

版
耐

*

經

濟

學
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生
誕
內
田
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A

5

三
三
六
頁
四
五
〇
圓■未

■來

面

*

貨
幣
徤
濟
的
循
環
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理
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經
濟
學
選
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八
5

ヒ
四
0

頁
四
五
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,

.

‘

.
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*

純
粹
經
濟
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躲
論
上
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耑
波
文
庫

)

ワ
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ラ
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著
手
塚
壽
郞
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A

6

三
五
七
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岩

波

書
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*
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經
濟
學
耑
田
耕
作
著

B
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二 
0

五
頁
ニ
〇
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圓

城
書
店

*

最
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利
潤
の
原
理
と
計
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勇
著
A
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融
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業
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史
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解
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版
中
山
庚
子
男
著

6

6

五
一
〇
頁
三
三 

.〇
圓 

中
央
經
濟5

U

公
益
企
業
論
序
說
北
久
一
著
B

6
 

ニ
ー 

三

頁
.
ニ
五
◦
圓

.

. 

東
洋
經
濟
社

經
營
講
座
2

ヘ
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5

三
三
五
頁
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七
〇
〇
圓 

技
.
報

堂

勞

働
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•
社

會
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策

賃
銀
理
論
と
賃
銀
鬪
爭(

現
代
新
書)

勞
働
調
査
協
議
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編
B

6

、
 

三
ニ
ム
ー
頁
二
八
〇
圓

' 

■
.

社
會
書
房 

日
本
勞
働
組
合
評
議
會
史上

.
.
(

靑
木
文
庫)

谷
ロ
善
太
郧
著
.

A

6
 

ニ
ー
.
三
頁
八
〇
圓

. 

.
靑
木
嘗
店 

r

日
本
社
會
の
住
宅
問
題
宅
地
住
宅
總
合
硏
究

2

東
京
大
學
社
會
科 

學
辭
究
所
編

A

5
 

ニ
九
八
頁
四
八
〇
圓
.東
京
大
學
出
版
會

歷

史

*
,
日
本
經
濟
史
野
村
兼
太
郎
著
.

有

斐

閣

全

書
6

6

.

三
六
六
莨 

ニ
五
〇
圓

• 

有

斐

.

.
閣 

*

近
世
徤
濟
史
の
硏
究
藤

«

五
郞
著
.

八
5
 

ニ
七
ー
頁
.
四
〇
〇
圆

,

.
御茶の水嘗戾

*
'
进
世
農
村
社
會
の
研
究
兒
玉
幸
多
酱
A

5

五
六
六
頁
八
七
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經
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マ
ソ
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著
寺
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恒
信
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A

6

 

. 
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國
民
文
庫
社
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帝
國
主
義
論

(

創
元
文
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)

カ
ウ
ツ
キ
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蕃
波
多
野
看
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5
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ニ
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六
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圆
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元

社
 

ロ
シ
ア

/
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マ
レ
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'
V

以

後
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ド
ィ
ツ
チ
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I

著
山
西
英
一
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B

C

 

ー
ニ
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頁

.

ニ
五
〇
圆

， 

' 

光

.文

微
 

社
會
主
義
小
史

マ
ツ
ヶ
ン
ジ
ー

著
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本

俊

朗

譯
B

6

 

ニ
九
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頁

二

八

o

圖 

創

元

th 

ア
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カ
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支
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渚
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ロ
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夂
丨
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带
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6
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八
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三
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I
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し
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ル

著
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歷
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ロ
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ス
ト
.フ
ス
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他
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譯

，
B

6

三
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八
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1
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圓 

フ
ー
ス
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ス
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史

い
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藤
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H
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農
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近
代
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ス
タ

ー

リ
ン
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—
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の
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業

と

四

一

五
頁
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八
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岩
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A
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三
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頁

ニ
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書
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四
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ニ
頁
六
三

O'
圆 

,

有

斐

閗

質
易

—

カ
ッ
セ
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藤

#

.
三

四

(

四
六

5

.

之
助
他
譯
：

B
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六
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頁
五

0

〇
0

圓

辭
書
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鑑

時

^

通
信
社

*

日
本
經
濟
四
季
報
、

3

'
 

r

九
五
三
年
第
三
期

H

本
經
濟
調
査
#
編 

■ 

B

6

三
0

七

頁

1

1

五
0

1

1
 

大
月
筆
店 

*

、日
本
.經
濟
年
報

.

1

.昭
和
ニ
九
年
第
一
集

：

東
洋
經
濟
新
報
社
編 

1

B

6

 

ニ
ニ
ニ
頁
.

一

八
〇
圓
 

.東

洋

經

濟

新

報

社 

*•
.

勞
働
經
濟
四
季
報

2

一
 

九
五
三
年
七
丨
九
月
.
勞
働
經
濟
研
究
所 

.

_

 

B

G

.三〇八
頁
.ニ五〇圓

 

' 

. 

勞
働
經
濟
社 

*

世
男
經
濟
年
報

一

九
五
三
年
第
三
.
四
半
期
世
界
經
濟
阢
究
所

編

B

6

三〇
五
頁
ニ
五
〇
圓

大
月
聲
庇

編
集
後
記

戰
後
わ
が
國
の
社

#

科
學
の
領
域
で
、
特
に
實
證
性
が
强
調

3

れ
て
い
る
。
 

問
題
を
思
辨
的
に
で
は
な
く
、
鯉
驗
主
義
に
立
脚
し
て
解
明
す
る
こ
と
は
、
社 

會
科
學
の
常
道
と
い
え
よ
ぅ
。
し
か
し
實
證
性
が
個
々
の
事
實
の
雜
然
た
る
蒐
，
 

集
を
意
味
し
な
い
限
り
、
理
論
が
問
題
と
な
る
。
例
え
ば

、

A

 

•

ス
ミ
ス
、

K

 

マ
ル
ク
ス
、

M

•
ゥ
ヱ
ー
パ
ー
は
す
べ
て
經
驗
主
義
者
と
し
て
特
徴
け
け
る
こ 

と
が
で
き
る
が
、
彼
ら
が
.理
論
的
に
ひ
き
出
し
て
い
る
結
論
に
は
相
違
が
あ 

る
。
ス
ミ
ス
は

「

見
え
ざ
る
手

」

へ
の
信
賴
を
背
景
と
し
て
、
近
代
社
會
の
前
途 

を
樂
觀
的
に
み
て
い
た
よ
ぅ
だ
。
彼
が
對
象
と
し
た

「

商
業
社
會

」

は
、

い
わ 

ば
等
身
大
の
近
代
社
會
で
は
な
く
、
從
っ
て
彼
は
そ
れ
が
孕
ん
で
い
る
問
題
の 

核
心
に
、
メ
ス
を
深
く
入
れ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

一
九
世
紀
も
後
半
に 

な
る
と
、
近
代
針

#

の
困
難
は
次
第
に
歷
然
た
る
も
の
と
な
っ
て
く
る
。
ゥ
ヱ 

丨
パ
ー
は
、
資
本
主
義
の
精
刺
を
ブ

ロ

テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
の
禁
欲
倫
理

と

の 

關
連
に
お
い
て
分
析
し
て
い
る
勞
作
の
結
論
で
、
近
代
社
會
の
前
途
に
對
し
て 

疑
惑
を
表
明
し
て
い
る
。
こ
の
社
畲
批
判
は
、
理
論
と
實
踐
と
の
間
の
深
淵
に 

よ
っ
て
、
多
少
と
も
緩
和
さ
れ
て
い
る
。
し
か
る
に
マ
ル
ク

.

ス
の
場
合
に
は
、
 

批
判
は
ラ
ジ
ヵ
ル
に
な
さ
れ
る
。
彼
の
理
論
は
階
級
_
爭
を
導
き
の
糸
と
し 

て
、
資
本
主
義
社

#

の
克
服
に
向
っ
て
い
る
。
現
實
の
社
會
が
內
包
し
て
い
る 

問
題
が
根
本
的
で
あ
れ
ば
あ
る
程
、
理
論
的
反
省
も
深
刻
で
あ
る
箬
だ
。
學
問 

的
立
場
の
相
違
を
解
き
え
な
い
世
界
觀
の
對
立
に
還
元
し
て
し
ま
ぅ
こ
と
は
、
 

安
易
に
な
さ
る
ベ

§

で
は
な
か
ろ
う
。
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